
 

 

2025年度（令和7年度） 中部
な か べ

奨学会奨学生募集要項 

 
 

中部奨学会では、以下の募集要領により、２０２５年度奨学生を募集します。 

 

 

１．応募資格 

大学学部・大学院に在籍する学生（学年は問わない）で人物・学業ともに特に 

優れ、健康にして経済的理由（独立行政法人日本学生支援機構が実施する第二種 

学資金の対象となる者と同程度（別紙参照））により著しく就学が困難な者 

 

２. 募集人員      

支 給 生    大学院博士後期課程  ３名 

支 給 生    大学院博士前期課程  ２名 

支 給 生    大学（含短期大学）  ２名 

貸 与 生    大学院博士前期課程  ２名 

貸 与 生    大学（含短期大学）  ３名 

 

３. 募集期間 

２０２５年４月１日（火）より５月１０日（土）まで 

 

４．奨学金の額（月額） 

大学院博士後期課程    ６０，０００円（支給） 

大学院博士前期課程    ６０，０００円（支給・貸与） 

大学（含短期大学）    ３５，０００円（支給・貸与） 

 

５．奨学金の貸与・支給の期間 

２０２５年４月から、在学校における最短修業年限の終期まで 

 

６．提出書類 

1)奨学生願書 

2)奨学生推薦調書 

①在学校長等の推薦書：書式は自由ですが、以下の項目は必ず記入して下さい 

 宛名：公益財団法人 中部奨学会 理事長 宛 

被推薦者（出願者）の氏名 

被推薦者（出願者）の在学校名、学部、学科あるいは研究科、専攻、学年等 

推薦所見、推薦文 

在学校名・学校長（学長）名の記名・押印 

②成績証明書 

新入生：出身学校あるいは出身課程の成績証明書 

在学生：在籍する大学あるいは課程の成績証明書 

3)２０２４年分の収入に関する証明書類（源泉徴収票又は確定申告書(写し可)） 

 

７. 書類提出方法および期限 

提出方法：在学校奨学金担当部署から郵送にて出願願います。 

提出期限：２０２５年５月１０日（土）必着 
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学内選考通過者のみ後日提出

大学受付期限：2025年4月10日（木）
専用フォームまたは窓口まで提出（17時まで）

貸与制を希望の場合には、申請書に
「貸与生希望」と記載してください。

各課程ごとに1名程度。

※全体採用数が少ないため倍率は非常に高いです。
　採択率は奨学会ＨＰ参照。

onodera.k-dxy
長方形



 

８．採用者決定および通知 

２０２５年６月下旬までに選考委員会にて採用を決定し、応募大学（奨学金 

ご担当部署）あてに採否を通知します。 

 

９．貸与金返済方法など 

奨学金（貸与金）の返還は、貸与終了１年後から開始し、１５年以内に完済して 

いただきます。返還期間は選択できます。 

貸与奨学金は無利息です。 

支給生については返還の必要はありません。 

 

１０．その他 

当会奨学規程によります。 

ご不明な点につきましては、中部奨学会ホームページ「お問い合わせ」より 

ご連絡ください。 

 

１１．募集事務取扱 

公益財団法人 中部奨学会 事務局 

〒243-0292 神奈川県厚木市下荻野 1030 番地 
    神奈川工科大学 総務課 内 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：https://nakabe-foundation.org/ 
 

 

以上   
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【参考】収入・所得の上限額の目安（第二種） 
表中の数字はあくまで目安です。収入基準は 2023 年の収入・所得に基づく住民税情報等により設定されているため、 

世帯構成、障がい者の有無等により、目安の金額を上回っていても基準を満たす場合や下回っていても基準を満たさない

場合があります。                                                         (単位：万円) 

※親Ｂは、例として、給与所得の場合(左表)は収入 300 万円、給与所得以外の場合(右表)は所得 200 万円と 

しています。 

（別紙１） 

独立行政法人 日本学生支援機構の第二種奨学金における家計基準 

 

生計維持者（原則あなたの父母（父母ともいない場合は、代わって生計を維持している主たる人）について、次

の基準に該当する必要があります 

 

 

 

（※１）収入については、2023 年（１月～12 月）の収入に基づく 2024 年度住民税情報により算出された貸与額

算定基準額が上表に該当するか審査を行います。 

（※２）貸与額算定基準額は次の計算式により算出します（100 円未満は切り捨て） 

貸与額算定基準額★1 ＝（課税標準額）×６％ －（市町村民税調整控除額）★２ 

－（多子控除）★３－（ひとり親控除）★４－（私立自宅外控除）★５ 

 

★１ 市町村民税所得割が非課税の人は、この計算式にかかわらず、貸与額算定基準額が０円となります。 

★２ 政令指定都市に対して市民税を納税している場合は、（市町村民税調整控除額）に 3/4 を乗じた額となります。 

★３ 生計維持者が２人を超える子どもを扶養している場合、２人を超える子ども１人につき 40,000 円を控除します。 

（例）生計維持者が「申込者」と「中学生の弟」、「小学生の妹」の３人を扶養している場合の控除額は、 

（３-２）人×40,000 円＝40,000 円となります。 

★４ ひとり親世帯に該当する場合に 40,000 円を控除します。 

★５ 在学採用の審査において、あなたが私立の大学・短期大学・専修学校（専門課程）・高等専門学校に在籍し 

自宅外通学の場合に 22,000 円を控除します。予約採用の審査においては一律０円となります。 

 

 

 

 

 

 

 

世帯 

人数 
想定する世帯構成 

(★)が給与所得者の世帯 

（年間の総収入金額） 

(★)が給与所得者以外の世帯 

（年間の所得金額） 

２人 本人、親Ａ(★) １,１80 905 

３人 本人、親Ａ(★)、親Ｂ(無収入) １,１27 891 

４人 本人、親Ａ(★)、親Ｂ(★※)、中学生 １,309 937 

５人 本人、親Ａ(★)、親Ｂ(★※)、中学生、小学生 １,３87 1,003 

 

 

 

 

＜日本学生支援機構「貸与奨学金（大学等で受ける第二種奨学金の家計基準（在学採用）」より関係部分を抜粋＞ 

希望する奨学金 家計基準（※１） 

第二種奨学金 生計維持者の貸与額算定基準額が 381,500 円以下であること 

 




